
 
平成23年3月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 
平成23年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 
 

修正の理由 
 定期船事業では、市況回復を背景として、北米航路や欧州航路を中心に荷動きが堅調に推移している一方、需給の改善
により、ピークシーズンサーチャージの導入を含む運賃修復が期初の想定以上に進んでおります。 
 不定期専用船事業のドライバルク部門では、足元で中国向け鉄鉱石輸送が減少し、ケープサイズを中心に市況が下落し
ておりますが、他方、パナマックス及びハンディなど中小型ドライバルク船の市況は堅調に推移しております。また、自動車
船部門においても、期初の想定を若干上回る輸送台数が予想されます。 
 航空運送事業では、回復基調にある航空貨物需要を着実に取り込んでおり、期初の予想を上回ることが期待できます。 
 物流事業では、欧州地域の回復が不透明なものの、アジア及び中国地域を中心に需要が回復しているため、また、ター
ミナル関連事業では、コンテナ荷動きが活発化しているため、各々、取扱量の増加を見込んでおります。 
 世界経済は今のところ回復基調を維持しておりますが、ギリシャ財政危機に端を発したソブリン・リスクが欧州金融部門に
波及、ユーロ通貨安、世界的な株安を招き、世界経済の回復の持続性に対する疑念が表面化しております。また、世界景
気を牽引してきた中国、インドなど新興国・資源国がインフレ・過熱景気対策として金融引き締めを開始し、その影響が実
体経済にも及ぶ結果、コンテナ船の荷動きや物流事業等の取扱量が減少する可能性もあり、また、円高の進展も懸念され
ます。このように不透明要素が多いため、下期の業績予想については慎重に見ております。 
 以上の理由により、第２四半期連結累計期間の売上高は前回発表予想比500億円（5.3%）、通期は同300億円（1.6%）上方
修正いたしました。 
 売上高が大幅に増加した一方で、定期船事業で減速航海を継続するなど、各事業におけるコスト削減やオペレーション
の効率化が奏功したほか、燃料油価格の前提を若干引き下げたこともあり、定期船事業を中心に大幅な増益が見込まれ
るため、第２四半期連結累計期間の営業利益は前回発表予想比360億円（97.3%）、通期は同480億円（64.9%）増加する見
通しです。 
 営業利益の増加により経常利益は、第２四半期連結累計期間で前回発表予想比360億円（105.9%）、通期で同500億円(7
6.9%)増加、経常利益の大幅な増加により当期純利益は、第２四半期連結累計期間で同210億円（140.0%）、通期で同330億
円（94.3%）増加する予想値に修正いたしました。 
 
 
※業績予想の前提 
第２四半期連結累計期間：  
為替レート（今回）89.91円/米ドル   （前回）90.00円/米ドル 
燃料油価格（今回）475.04米ドル/MT   （前回）500.00米ドル/MT 
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業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ  

近の業績動向を踏まえ、平成22年４月27日に公表した業績予想及び配当予想を下記のとおり修正いたし
ましたのでお知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 940,000 37,000 34,000 15,000 8.83
今回発表予想(B) 990,000 73,000 70,000 36,000 21.20
増減額(B-A) 50,000 36,000 36,000 21,000
増減率(%) 5.3 97.3 105.9 140.0
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

794,519 △37,063 △43,915 △29,353 △23.91

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 1,900,000 74,000 65,000 35,000 20.61
今回発表予想(B) 1,930,000 122,000 115,000 68,000 40.05
増減額(B-A) 30,000 48,000 50,000 33,000
増減率(%) 1.6 64.9 76.9 94.3
（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

1,697,342 △18,094 △30,445 △17,447 △12.71



 
通期：  
為替レート（今回）87.45円/米ドル   （前回）90.00円/米ドル 
燃料油価格（今回）475.02米ドル/MT   （前回）500.00米ドル/MT 

● 配当予想の修正について 

（注）期末配当金の予想額につきましては現時点では未定です。 
 

修正の理由 
当社は、株主の皆様への利益還元を経営上の 重要課題のひとつとして位置付けております。中間配当予想につきまし
ては、今回の大幅な業績予想の上方修正に基づき、連結配当性向25%を目安にし、１株当たり５円に増額修正いたしまし
た。期末配当予想につきましては、下期の経営環境や業績動向見通しが不透明なことを勘案し現時点では未定とし、決定
次第お知らせいたします。 
 
 
（注）上記の業績予想は、当社が現時点において合理的と判断するデータに基づいて作成しており、実際の業績は今後の
様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

以 上

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

前回予想  
（22年４月27日発表）

― 2.50 ― 2.50 5.00

今回修正予想 ― 5.00 ― ― ―
当期実績 ― ― ―
前期（平成22年3月期）実績 ― 2.00 ― 2.00 4.00


